
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。「
生
活

保
護
受
給
証
明
書
」を
医
療
機

関
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
証
明

書
の
発
行
は
、
社
会
福
祉
課

（
☎
36 

― 

１
１
５
１
）へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

�

証
明
書
が
な
け
れ
ば
、
有
料
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

　
健
康
推
進
課

		


☎
36 

― 

１
１
５
４

対
象
者

①�

65
歳
以
上
の
人（
予
診
票
は
委

託
医
療
機
関
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
直
接
医
療
機
関
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
）委
託
医

療
機
関
名
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓･

じ
ん
臓･

呼
吸
器
の
機
能
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
の
あ

る
人（
た
だ
し
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
の
人
の
み
）

※�

②
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
な
た
め
、
健
康
推

進
課（
三
芳
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）各
地
域
セ
ン
タ
ー
、

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
本
庁
市

民
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
期
間　

　
10
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
～
12
月
31
日（
土
）

助
成
額　

　
１
，
５
０
０
円

※�

助
成
対
象
者
の
中
で
、
生
活
保
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9月22日発行9月22日発行

10101010 月号月号月号

No.198
2022
令和４年

No.198
2022
令和４年

編集　秘書広報課　　 0470-33-1002　FAX 0470-20-4591  URL https://www.city.minamiboso.chiba.jp
発行　南房総市　〒299-2492　千葉県南房総市富浦町青木28番地
編集　秘書広報課　　 0470-33-1002　FAX 0470-20-4591  URL https://www.city.minamiboso.chiba.jp
発行　南房総市　〒299-2492　千葉県南房総市富浦町青木28番地

掲載の催しは、新型コロナウイルスの感染拡大防止などのため、
中止となる場合があります。

暮
ら
し

暮
ら
し

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
助
成

献　
血

と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
21
日（
金
）

　
丸
山
児
童
体
育
館

　
　
10
時
～
11
時
30
分

　
三
芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
13
時
30
分
～
16
時

　
健
康
推
進
課

	

☎
36 

― 

１
１
５
４

健
診
後
の
健
康
相
談

　
健
診
後
の
健
康
相
談
を
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。

　
健
診
結
果
の
見
方
や
日
頃
の
食

生
活
や
運
動
な
ど
、
生
活
習
慣
病

の
予
防･

改
善
に
向
け
た
相
談
に

保
健
師･

管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま

す
。
健
診
結
果
を
そ
の
ま
ま
に
せ

ず
、
御
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
健
康
相
談
の
場
と
し
て
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

内
容

　
保
健
師
お
よ
び
管
理
栄
養
士
に

よ
る
個
別
相
談

持
ち
物

　

健
診
結
果
通
知
表（
受
診
さ
れ

た
人
）、
健
康
手
帳（
お
持
ち
の

人
）

　
ど
の
会
場
で
も
御
利
用
で
き
ま

す
。
都
合
の
よ
い
日
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。（
申
し
込
み
不
要
）

そ
の
他

　
電
話
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
健
康
推
進
課

　
　
☎
36 

― 

１
１
５
４

健康相談日程一覧
とき ところ

10 月 13 日
（木）

13：30
～

16：00

白浜コミュニティ
センター

10 月 20 日
（木） 千倉保健センター

10 月 31 日
（月） とみうら元気倶楽部

11 月 15 日
（火）

和田地域福祉センター
「やすらぎ」

11 月 21 日
（月）

富山岩井
コミュニティセンター

11 月 28 日
（月）

子育て支援センター
「ほのぼの」

12 月 1 日
（木） 三芳保健福祉センター
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10
月
１
日
か
ら
、
医
療
費
の
自
己
負
担

割
合
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

変
更
前

　
「
１
割
」「
３
割
」の
２
区
分

　
　
　
　
　

　
　
　

変
更
後

　
「
１
割
」「
２
割
」「
３
割
」の
３
区
分

※�

自
己
負
担
割
合
が「
１
割
」か
ら「
２
割
」へ

変
更
と
な
る
人
の
負
担
を
抑
え
る
た
め
、

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
の
３
年
間
、

外
来
医
療
の
負
担
増
加
額
の
上
限
が

１
ヶ
月
あ
た
り
最
大
３
，
０
０
０
円
ま

で
と
な
る
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。
上

限
額
を
超
え
て
支
払
っ
た
金
額
は
高
額

療
養
費
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
さ

れ
て
い
る
金
融
機
関
の
口
座
に
後
日
支

給
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
で
、
口
座
の
登
録
が
お

済
み
で
な
い
人
に
は
９
月
下
旬
に
千
葉
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
よ
り
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
が
、
国
・
県
・
市
な
ど
が

電
話
や
訪
問
で
口
座
情
報
を
聞
き
出
す
こ

と
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
な

ど
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
費
の
還

付
を
装
っ
た
詐
欺
な
ど
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
制
度
改
正
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま

す
。　

�
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
制
度
改
正
に
つ

い
て
）

　
　
☎
０
５
７
０ 

― 

０
８
０ 

― 

２
８
０  

	

保
険
年
金
課　
☎ 

33 

― 

１
０
６
０

後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
自
己
負

担
割
合
が
２
割
に
な
る
人
へ

　
柔
道
整
復
師（
整
骨
院･

接
骨
院
）は
、
骨

折
、
脱
臼
、
ね
ん
ざ
、
打
撲
や
肉
離
れ
な

ど
の
痛
み
に
対
し
て
施
術
を
行
う
専
門
家

で
す
。

　
た
だ
し
、「
医
師
」で
は
な
い
た
め
、 

施
術

の
行
為
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
手
術
や
薬

の
処
方
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
な
ど
は
行
え

ま
せ
ん
。

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨

院
）の
施
術
を
受
け
る
と
き
は

を
支
払
っ
た
後
、
保
険
者（
市
や
健
康
保
険

組
合
な
ど
）へ
請
求
し
て
保
険
適
用
分
の
支

給
を
受
け
る「
償
還
払
い
」が
原
則
で
す
が
、

柔
道
整
復
師
の
施
術
に
つ
い
て
は
、
例
外

的
に
、
患
者
が
自
己
負
担
額
分
の
み
を
柔

道
整
復
師
に
支
払
い
、
柔
道
整
復
師
が
患

者
に
代
わ
っ
て
保
険
適
用
分
の
費
用
を
保

険
者
に
請
求
す
る「
受
領
委
任
」と
い
う
方

法
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
柔
道
整
復
師
に
よ
る
施

術
を
病
院
や
診
療
所
な
ど
の
診
療
と
同
じ

よ
う
に
自
己
負
担
分
の
み
を
支
払
う
こ
と

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
柔
道

整
復
師
が
患
者
の
代
わ
り
に
保
険
請
求
を

行
う
た
め
、
施
術
を
受
け
る
と
き
は
、
療

養
費
支
給
申
請
書
に
患
者
の
サ
イ
ン
が
必

要
で
す
。

　
こ
の
申
請
書
に
は
、
負
傷
名
や
施
術
内

容
、
施
術
回
数
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、
し
っ
か
り
確
認
し
て
か
ら
サ
イ
ン
し

て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
年
金
課　

	

☎ 

33 

― 

１
０
６
０

　

整
骨
院
や
接
骨
院
は
、
わ
た
し
た
ち
の

身
近
に
あ
り
、
い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
で

き
ま
す
が
、 

施
術
に
は
健
康
保
険
が
使
え

る
場
合
と 

使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

整
骨
院
・
接
骨
院
の
正
し
い
か
か
り
方

を
き
ち
ん
と
理
解
し
、
適
正
に
施
術
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

・
外
傷
性
の
ね
ん
ざ
、
打
撲
、
肉
離
れ

・�

骨
折･

脱
臼（
応
急
手
当
の
場
合
以
外
は

医
師
の
同
意
が
必
要
）

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

　
（
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）

・�

単
な
る
肩
こ
り
、
日
常
生
活
に
よ
る
疲

れ
や
筋
肉
疲
労
な
ど

・�

病
院
や
診
療
所
で
同
じ
対
象
疾
患
に
つ

い
て
治
療
を
受
け
て
い
る
と
き

施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
事
項

・�

負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・�

領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

・�

療
養
費
支
給
申
請
書
は
必
ず
自
分
で
サ

イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
内
科

的
要
因
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
医
師
の

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・�「
つ
い
で
に
他
の
部
分
も
」や「
家
族
に
付

き
添
っ
た
つ
い
で
に
」な
ど「
つ
い
で
」の

利
用
は
保
険
適
用
で
き
ま
せ
ん
。

支
払
の
方
法

　

療
養
費
は
、
本
来
患
者
が
費
用
の
全
額

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
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ご
自
身
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
お
手
続

き
が
で
き
な
い
人
を
対
象
に
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
申
込
支
援
窓
口
を
令
和
５
年
２
月

28
日
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
窓
口
で
対
応
で
き
な
い
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開
設
場
所

　
市
役
所
本
庁
舎
本
館
お
よ
び
朝
夷
行
政

セ
ン
タ
ー
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

受
付
時
間

　
９
時
～
11
時
30
分
・
13
時
～
16
時
30
分

(

い
ず
れ
も
平
日
の
み)

必
要
な
も
の

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
令
和
４
年
９
月

末
日
ま
で
に
申
請
し
た
も
の
に
限
る
）

・�

数
字
４
桁
の
パ
ス
ワ
ー
ド（
個
人
番
号

カ
ー
ド
・
電
子
証
明
書
設
定
暗
証
番
号

記
載
票
）

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
に
つ
い

て
、
広
く
国
民
に
理
解
し
認
識
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
気
軽
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
10
月
17
日（
月
）か
ら
23
日

（
日
）ま
で
の
１
週
間
を「
行
政
相
談
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

南
房
総
市
で
は
、
毎
月
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
行
政
相

談
所
を
開
設
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
困
り
ご

と
を
お
聴
き
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
平
群
線
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
路
線
維
持
に
向
け
た
実
証
運
行
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

【
実
証
期
間
】

　
令
和
４
年
10
月
中
旬
～令

和
５
年
３
月
31
日

【
現
状
と
の
変
更
点
】

　
平
群
線
　
全
便
運
休（
11
月
１
日
～
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
は

令
和
５
年
２
月
28
日
ま
で

行
政
相
談
週
間

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

平
群
線
エ
リ
ア
の
実
証
運
行
に

つ
い
て

・�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
カ
ー

ド
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・�

本
人
名
義
の
通
帳
な
ど
の
口
座
情
報
が

わ
か
る
も
の（
公
金
受
取
口
座
を
登
録
す

る
人
の
み
）

所
用
時
間

　
一
人
あ
た
り
30
分
か
ら
１
時
間
程
度

　・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
に
つ
い
て

　
市
民
課

　
☎
33 

― 

１
０
５
１

・�
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

　
市
役
所
本
庁
舎
窓
口

　
☎
０
８
０ 

― 

７
０
２
５ 

― 

８
１
４
６

　
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
窓
口

　
☎
０
７
０ 
― 
３
２
３
７ 

― 

６
４
０
６

日
時
・
場
所

　
本
紙
9
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
内
容

　

道
路
の
こ
と
、
年
金
の
こ
と
、
保
険
の

こ
と
、
役
所
の
手
続
き
の
こ
と
な
ど

　
秘
書
広
報
課

	

☎
33 

― 

１
０
０
２

	

千
葉
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
５
７
０ 

― 

０
９
０
１
１
０	

　
　

０
４
３ 

― 

２
４
６ 

― 

９
８
２
９

【
実
証
運
行
】

　

今
回
の
実
証
運
行
は
車
両
の
小
型
化
と

事
前
予
約
制
の
デ
マ
ン
ド
運
行
を
試
み
ま

す
。

　

運
行
エ
リ
ア
は
、
従
来
の
バ
ス
路
線
を

中
心
に
平
群
車
庫
か
ら
三
芳
地
区
、
館
山

市
の
館
野
地
区
お
よ
び
九
重
地
区
の
一
部

を
運
行
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
館
山
駅
ま

た
は
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
へ
直
接
行
け
る
よ
う
に

運
行
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
市
企
画
財
政
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、
路
線
沿
線
の
皆

さ
ん
に
は
、
運
行
日
や
運
行
時
間
、
そ
の

他
利
用
方
法
な
ど
を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ
を

配
布
し
ま
す
。

　
企
画
財
政
課

　
　
☎
33 

― 

１
０
０
１
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市
で
は
、
住
宅
や
公
共
施
設
な
ど
へ
の

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
ナ
ラ
枯
れ
危
険

木（
ナ
ラ
枯
れ
に
よ
り
枯
れ
、
倒
木
や
落
枝

な
ど
の
お
そ
れ
の
あ
る
木
）の
伐
採
お
よ
び

病
害
虫
の
駆
除
に
対
す
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

・�

住
宅
や
公
共
施
設
な
ど
に
被
害
を
与
え

る
お
そ
れ
の
あ
る
ナ
ラ
枯
れ
危
険
木
を

所
有
す
る
人
。

・�

ナ
ラ
枯
れ
危
険
木
に
よ
り
直
接
的
な
被

害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
。

補
助
の
対
象

　
ナ
ラ
枯
れ
危
険
木
の
伐
採
お
よ
び
撤
去

処
分
、
病
害
虫
の
駆
除
に
対
す
る
経
費
。

※�

山
の
中
や
畑
な
ど
住
宅
や
公
共
施
設
な

ど
に
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
の
低
い
木

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
額

　
補
助
率
２
分
の
１（
上
限
30
万
円
）

そ
の
他

　

事
業
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、

農
林
水
産
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
農
林
水
産
課

	

☎
33 

― 

１
０
７
１

農
林
業

農
林
業

ナ
ラ
枯
れ
対
策
事
業
の
補
助

　
野
生
動
物･

野
鳥
は
、
自
然
の
中
で
自
然

の
ま
ま
の
食
べ
物
を
食
べ
て
生
き
て
い
ま

す
。

な
ぜ
エ
サ
を
や
っ
て
は
い
け
な
い
の
？

　
エ
サ
を
与
え
る
と
、
楽
に
エ
サ
を
も
ら
う

こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
人
の

食
べ
物
の
味
を
覚
え
て
し
ま
い
ま
す
。
人

に
食
べ
物
を
ね
だ
る
よ
う
に
な
り
、
と
き

に
は
人
に
襲
い
か
か
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
栄
養
状
態
が
良
く
な
る
た
め
、
一

エ
サ
を
あ
げ
な
い
で
！

　
～
野
生
動
物･

野
鳥
へ
の

　
　
餌
付
け
防
止
の
お
願
い
～

年
に
何
度
も
繁
殖
し
ま
す
。

数
が
増
え
て
は
い
け
な
い
の
？

　

数
が
増
え
す
ぎ
る
と
、
鳴
き
声
や
糞
な

ど
に
よ
り
生
活
環
境
に
被
害
を
も
た
ら
し
、

近
隣
住
民
な
ど
の
迷
惑
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
農
林
水
産
課

　
　
☎
33 

― 

１
０
７
１

　
千
葉
県
で
は
10
月
を「
イ
ノ
シ
シ
対
策
一

斉
刈
払
い
月
間
」と
し
て
刈
払
い
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
山
林
近
く
の
雑
草
が
生
い
茂
る
耕
作
放

棄
地･

放
置
竹
林
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
格
好
の

棲
み
家
で
す
。
定
期
的
に
刈
払
い
、
適
切

に
管
理
し
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被

害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

　
農
林
水
産
課　

　
　
☎
33 

― 

１
０
７
１

耕
作
放
棄
地
・
放
置
竹
林
を
刈

払
っ
て
イ
ノ
シ
シ
の
棲
み
家
を
な

く
そ
う
！
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空き家空き家ののお悩みお悩みありませんか？ありませんか？

10月23日（日）９:30 ～ 12:1510月23日（日）９:30 ～ 12:15
三芳農村環境改善センター三芳農村環境改善センター   （南房総市谷向109-1）（南房総市谷向109-1）

南房総市主催 空き家対策セミナー＆個別相談会

第１部 空き家対策セミナー（２階 大会議室）9:30～10:30	 定員30名第１部 空き家対策セミナー（２階 大会議室）9:30～10:30	 定員30名

第２部 空き家個別相談会 （２階 講義室等）10:45～12:15　定員20組第２部 空き家個別相談会 （２階 講義室等）10:45～12:15　定員20組

1.  空き家バンク制度の紹介
2.  空き家バンク利用者からの事例発表

『利用してみてわかった空き家バンクの利点』 合同会社アルコ　大阪谷 未久さん

3.  空き家の利活用を巡る動向について
『空き家利活用の実態と今後の対策について』 

　　　　　　　　　　　　　　　　　  一般社団法人 千葉県宅地建物取引業協会 常務理事
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （有）赤坂不動産（市原市）代表取締役　岡本　　修 さん

　大学のサークル活動がきっかけで旧三芳村の里山や農家さんのもとへ通い続けて10年。山名地区　大学のサークル活動がきっかけで旧三芳村の里山や農家さんのもとへ通い続けて10年。山名地区
のヤマナハウスの活動に参加してから本格的に移住を考え始め、この土地に根差す覚悟で物件を探のヤマナハウスの活動に参加してから本格的に移住を考え始め、この土地に根差す覚悟で物件を探
し、この夏に晴れて契約が成立しました。空き家バンク利用者側の視点から見た契約までの体験談やし、この夏に晴れて契約が成立しました。空き家バンク利用者側の視点から見た契約までの体験談や
メリットを感じたポイントをお伝えします。メリットを感じたポイントをお伝えします。

　全国的な課題となっている空き家問題。空き家は適切な管理を行わないとゴミの不法投棄や放火な　全国的な課題となっている空き家問題。空き家は適切な管理を行わないとゴミの不法投棄や放火な
どの温床になるリスクがあり、地域住民の防災・治安・衛生・景観などに悪影響を及ぼす可能性があどの温床になるリスクがあり、地域住民の防災・治安・衛生・景観などに悪影響を及ぼす可能性があ
ります。ります。
　われわれ宅建協会及び会員である宅建業者は、貴重な資産＝空き家の利活用を通じ未来志向で空き家問題を解消する　われわれ宅建協会及び会員である宅建業者は、貴重な資産＝空き家の利活用を通じ未来志向で空き家問題を解消する
ための方策を行政とともに検討しています。ための方策を行政とともに検討しています。
　空き家でお困りの人に、問題解決のヒントとなるよう、これまでの経験やそこから得た知識をお伝えします。　空き家でお困りの人に、問題解決のヒントとなるよう、これまでの経験やそこから得た知識をお伝えします。

　南房総市内に空き家を所有している人が対象です。相談は無料、１組につき30分まで。　南房総市内に空き家を所有している人が対象です。相談は無料、１組につき30分まで。
　空き家の場所がわかる位置図や建物の間取図、写真、登記関係書類などがあると具体的な相談になりますのでご用　空き家の場所がわかる位置図や建物の間取図、写真、登記関係書類などがあると具体的な相談になりますのでご用
意ください。意ください。

　第１部・第２部ともに事前申込が必要です。参加申込期限は10月５日（水）17時までです。
　参加希望の方は右記ＱＲコードから参加申込してください。
　定員超過の場合は抽選とし、参加者の決定は10月12日（水）までにご連絡します。

共　催：南房総市空き家バンク協議会、南房総市空家等対策協議会
協　力：千葉司法書士会館山支部、公益社団法人千葉県建築士事務所協会安房支部

　南房総市建設環境部建設課住宅係　南房総市建設環境部建設課住宅係
　 　☎　 　☎  0470－33－1101　FAX 0470-20-4597　メール jutaku@city.minamiboso.lg.jp0470－33－1101　FAX 0470-20-4597　メール jutaku@city.minamiboso.lg.jp

※新型コロナウイルスの影響により中止となる場合があります。※新型コロナウイルスの影響により中止となる場合があります。

　空き家の所有者、また、空き家になりそうな建物をお持ちの人へ　空き家の所有者、また、空き家になりそうな建物をお持ちの人へ
　空き家にならないうちに、今からどうするか考えておくことが大切です。　空き家にならないうちに、今からどうするか考えておくことが大切です。
　空き家バンクに登録して、空き家を利活用してみませんか？　空き家バンクに登録して、空き家を利活用してみませんか？

将来、実家
どうする？

何もしないと空き家に

相談無料

老人ホームへの入所

子ども世帯の家に近いマンションヘ転居

家族構成の変化などによる住み替え

子どもの独立

空き家バンクに登録しませんか？空き家バンクに登録しませんか？

（申込フォーム）（申込フォーム）
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千葉司法書士会からお知らせ

　毎年 10 月１日は「法の日」と定められています。
この「法の日」を記念し、千葉司法書士会では、10 月
中に無料相談会を実施します。
　不動産の相続や売買など登記に関することをはじ
め、借金に関すること、成年後見に関すること、その
他訴訟に関することなど、市民の皆さんの様々な相談
をお受けします。

　このキャンペーンは、毎年多くの相談が寄せられています。日常生活で悩みやトラブ
ルなどを抱えている人の中には、適切な相談場所やその解決方法がわからずにお困りの
人が数多くいます。
　「くらしの法律家」司法書士は、このキャンペーンをとおして、そのような市民の皆さ
んからの相談をお受けし、法的解決に導きたいと考えています。

　千葉司法書士会事務局　〒261-0001　千葉市美浜区幸町2-2-1　千葉司法書士会事務局　〒261-0001　千葉市美浜区幸町2-2-1
　　 ☎043－246－2666　　　　　 ☎043－246－2666　　　 043－247－3998043－247－3998

と　き　10 月４日（火）　10：00 ～ 15：00
ところ　菜の花ホール
　　　　館山市北条 1735
申込み　次の連絡先に電話で予約してください。
　　　　予約受付は 9 月 26 ～ 29 日の 10：00 ～
　　　　15：00 です。
　　　　・原田利昭事務所　☎ 0470 ー 30 ー 8323
　　　　・嶋津輝雄事務所　☎ 04 ー 7094 ー 2630
　　　　・嶋田裕司事務所　☎ 0470 ー 24 ー 5233
相談例　・相続が開始したが、土地や家屋の名義をまだ書き換えていない。
　　　　・相続登記、住所変更登記の義務化について。
　　　　・親が認知症になってしまった。成年後見制度を利用したい。
　　　　・消費者金融やクレジットカード会社からの借金についてなど。

司法書士による無料相談会
10 月１日は「法の日」

「司法書士法律相談」を開催
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図書館　　☎ ４０－１１２０
開館時間　９：００～１７：００

（水曜のみ  ９：００～１９：００）
休館日　　月曜日・祝日・年末年始図書館だより図書館だより

〒 295-0004　南房総市千倉町瀬戸 2340-5　https://www.city.minamiboso.chiba.jp/0000000999.html

　　

＜一般書＞
・炊き込みごはん　お米を味わう70レシピ

　　　　　　　　　　　　　　荒木　典子
・浅草ルンタッタ	 劇団ひとり
・あの子とQ	 万城目　学
・折りも涙も忘れていた	 伊兼源太郎
・嘘つきジェンガ	 村　深月
・裂けた明日	 佐々木　譲
・�消防レスキュー隊員が教えるだれでもできる
防災事典	 タイチョー
・乱鴉の空　　　　　　　　　　  あさのあつこ
・レジデンス	 小野寺史宜
・ロスト･スピーシーズ	 下村　敦史

※８月中に上記を含め、新刊本は284冊入りました。

＜児童書＞
・ナマコのばあちゃん　　　　　　  こしだミカ
・生き抜け！遭難の五日間	 山口　理作
・�科学って何のためにあるの？科学の基本的な5
つの分野がわかる図鑑	 　東京書籍
・かずもう　　　　　　　　　  もとしたいづみ
・カピバラがやってきた

アルフレド･ソデルギット
・ソクラてすのすけ変てこ小説	 藤谷　　治
・たしますよ	 内田麟太郎
・ふしぎなメリーゴーラウンド　

　　　　　リーザ＝マリー ･ブルーム
・�ミイラのなぞをとけおとうとうさぎ！

ヨンナ･ビョルンシェーナ
・�ガリレオの事件簿１	 東野　圭吾

●●●●●●● 新着図書紹介 ●●●●●●●

●おはなし会の講師による読み聞かせを始めました！

●秋の読書週間（10 月27 日～11月 9 日）に本を読んでみませんか

● 11月 5 日（土）開催決定！！秋の読書週間行事

　赤ちゃんからの読み聞かせは、子どもの読書習慣に繋がるとともに、
親子関係が豊かなものになります。図書館では、市で実施している４か
月・９か月乳児健康診査会場および子育て支援センターほのぼのにおい
て、おはなし会の講師による読み聞かせを始めました。講師の読み聞か
せを実際に聞いて、お家で読み聞かせをしてあげてください。
　なお、図書館の本をその場で借りることが出来る「出張貸出」も同時に
行っています。ぜひご利用ください。
※新型コロナウィルス感染症予防のため、距離をとって読み聞かせを行っています。

　「本を読むと若くなる」といわれます。読書が心の健康に役立つからです。本を読むことが、頭の体
操になるからです。「本を読むと美しくなる」ともいわれます。すぐれた本と一緒に呼吸し、心を豊か
に働かせている人は、自然に目の輝きが増して、自信のある顔立ちになるのでしょう。

　秋の読書週間行事を図書館で開催予定です。千葉県立中央博物館分館海の博物館分館長による
トークイベントなど、図書に関するイベントを予定しています。詳細は、広報みなみぼうそう10月号
でお知らせします。

九十八歳。戦いや
まず日は暮れず
佐藤　愛子
愛子先生がへとへ
との日々を綴った大
笑いして元気が出る
エッセイ集。

60年前と現在の
世界地図帳
関　眞興（編著）
植民地の独立、地域紛
争、宗教戦争、交通網
の発達・・・新旧の地
図を並べて現代世界の
変化を体感する！

ボタニカ
朝井　まかて
貧苦にめげず、不屈
の魂で知の種（ボタ
ニカ）を極め続けた稀
代の植物学者を描く、
感動の長編小説。

掲載の催しは、新型コロナウイルスの感染拡大防止などのため、
中止となる場合があります。

� 毎週水曜日（祝日を除く）は、午後７時まで開館しています。皆さんのご利用をお待ちしています。

おはなし会講師による
読み聞かせの様子
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掲載の催しは、新型コロナウイルスの感染拡大防止などのため、
中止となる場合があります。

☎ 40－5111

　今月の行事をお知らせします。
　会場の記載のないものは、子育て支援センター（南
房総市珠師ケ谷 1289 番地 13）で開催されます。
　また、子育て相談、幼児相談、ことばの相談などは、
随時受け付けています。お気軽にご相談ください。

にこにこひろばにこにこひろば
休 館 日　日曜・月曜日、祝日・年末年始休 館 日　日曜・月曜日、祝日・年末年始
開館時間　9:30 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 16:00開館時間　9:30 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 16:00

　年齢にあわせた親子遊びや手遊び、製作など。
定　　員　各回　10組程度
申　　込　各教室の前日までに申し込んでください。

にこにこ教室（あそびの教室）　

　誕生月のお子さんをみんなでお祝いします。
対　　象　10月生まれのお子さん
と　　き　10月28日（金）11：15 ～
締め切り　10月27日（木）

お誕生会

　にこにこひろばでは、親子が気軽に遊んだり、交流し
たりして、仲間づくりをします。子育てについてわからな
いことや、困っていることはスタッフが相談に応じます。
　0歳から就園前までのお子さんをお待ちしています。

にこにこひろばの開館について
　午前、午後ともに、幼稚園就園前までのお子さ
んが利用できます。
◎�対象年齢のお子さんのご兄弟については、就学
前のお子さんに限らせていただきます。

◎［午前］　9：30 ～ 12：00（11：30より片づけを行います）
◎［午後］13：00 ～ 16：00（15：30より片づけを行います）
◎昼食の時間は、しばらくの間中止します

絵本の貸し出し
　南房総市図書館より絵本の貸し出しを行います。
と　　き　 10月28日（金）10：45～ 11：15
と こ ろ　子育て支援センター

絵本の読み聞かせ
　ボランティアさんによる、絵本の読み聞かせがあ
ります。
と　　き　10月28日（金）10：45 ～ 11：15
と こ ろ　子育て支援センター

幼児相談
　お子さんに関する心配や悩みなどがありましたら
臨床心理士が相談を受けてくれます。お気軽にご連
絡ください。
と　　き　10月27日（木）9：15 ～ 16：15
と こ ろ　子育て支援センター　※要予約

ことばの相談
　お子さんのことばについて気になることがありま
したらことばの先生が相談を受けてくれます。お気
軽にご連絡ください。　 
と　　き　10月13日（木）9：30 ～ 16：00
と こ ろ　子育て支援センター　※要予約

親子体操教室
　体操の先生と一緒に体を動かして遊びます。
対　　象　歩けるお子さん
と　　き　10月11日（火）10：00 ～ 11：00
と こ ろ　和田コミュニティーセンター　　 
締め切り　10月 8日（土）

ファミサポ交流会 in ほのぼの
　ＮＰＯ法人たからばこの皆さんと一緒に親子遊
び、子育てについてのお話しをします。ファミサポ
会員以外の人も参加できます。
と　　き　 10月20日（木）10：00 ～ 11：10
※�ファミサポ会員（育児を頑張る人をサポートする）

随時募集を行っております。詳細についてはお問
い合わせください。

� お願い…教室ほかイベントは、市内に住所がある人が対象です。申し込みが必要な行事は締め切りまでに申し込みください。

10 月こ そ だ て

出張にこにこひろば
　スタッフが地域に出向いて親子の交流の場を提供
する「出張にこにこひろば」を開設します。
　南房総市民の方で０歳から就園前までのお子さん
が対象となります。

ところ と　き
千倉保健センター 10月  5日（水） 10：00 ～11：30
三芳保健福祉センター 10月18日（火） 10：00 ～11：30

対　象　児 と　き
（ひよこ組）
2 か月～お座りができるお子さん 10月14日（金）

10：00 ～
10：30

（りす組）R3.4.2 生まれ～
ハイハイができるお子さん 10月 4日（火）

（うさぎ組）
R2.4.2 ～ R3.4.1 生まれ 10月 6日（木）

（くま組）
H31.4.2 ～ R2.4.1 生まれ 10月 7日（金）

（ぞう組）
H30.4.2 ～ H31.4.1 生まれ 10月21日（金）
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こ そ だ て

　図書館　☎４０－１１２０

名　称 と　き ところ

絵本読み聞かせ教室 10月8日（土） 10：00 ～ 11：00 和田地域福祉センター「やすらぎ」

千倉おはなし会「しおまねき」 10月8日（土） 10：30 ～ 11：15 南房総市図書館

とみうら絵本だいすきの会 10月9日（日） 11：00 ～ 11：30 とみうら元気倶楽部

絵本はともだち「おはなしのたね」 10月14日（金） 10：00 ～ 11：30 三芳農村環境改善センター

絵本おはなし会 10月15日（土） 10：00 ～ 11：00 子育て支援センターほのぼの

おはなしだいすき「あひるの会」 10月15日（土） 10：30 ～ 11：30 富山岩井コミュニティセンター

●絵本の読み聞かせ

●乳・幼児相談 　 　健康推進課　☎３６－１１５４

　 　健康推進課　☎３６－１１５４

項　　目 対象児 と　き と　こ　ろ

４か月児相談 令和４年５月生まれ
10月12日（水）

13：30 ～ 13：45

三芳保健福祉センター９か月児相談 令和３年12月生まれ 14：00 ～ 14：15

２歳児歯科健康診査 令和２年４月までに
生まれた３歳未満 10月19日（水） 個別に通知します

●親子きずなの教室（産後コース）

内　　容 と　き と　こ　ろ
産後の過ごし方について
　骨盤ケア、乳房ケア 10月26日（水） 10：30 ～ 11：30

（受付10：15 ～ 10：30） 千倉保健センター

　産後を健康に過ごせるように教室を開催しています。産後１か月から６か月の方が対象です。
　赤ちゃんも一緒に参加できます。

申込締切　１０月２４日（月）

そ
う
だ
ん

年金、保険などの国の行政全般に関する意見や要望。
	 11日（火） 朝夷行政センター
	 25日（火） とみうら元気倶楽部　　

　秘書広報課　☎３３－１００２

多重債務相談、サービス・商品に関する相談・苦情。
　　　　11日（火）
　　　　24日（月）

　 　商工課　☎３３－１０９２
※�電話による相談は、商工課内の消費生活相談専

用番号（☎３３－４３００）にご連絡ください。

税（所得税、法人税、相続税など）に関する無料相
談。予約は毎月末日が締切です。
と　き／ 10月11日（火）
ところ／法青会館３階

　 　税理士会館山支部　☎２３－４１３２

10 月

10 月

里親制度についての相談。里親のことを知りたい、
応援・支援したいなどの相談にも応じます。

　NPO法人子ども家庭サポートセンターちば
	 （通称:オレンジの会）　☎２８－４２８８

相続などの相談に司法書士が応じます。
と　き／ 10月20日（木） 13：00 ～ 16：40
ところ／白浜コミュニティセンター

　 　社会福祉協議会　☎２９－３７２９

司法書士による法律相談 不動産に関する登記手続案内は予約制です。事前
に予約をお願いします。
と　き／毎週火・木曜日 9：00 ～ 16：00
	 （予約については、平日９：00 ～ 16：00）

　 　千葉地方法務局館山支局
	 ☎２２－０６２０

電話による登記手続相談
要予約

行政相談　13：30 ～ 16：00

消費者相談　10：45 ～ 16：00 税務支援相談　10：00 ～ 15：00

里親相談　月～金曜日 9：00 ～ 17：00

要予約 要予約

要予約

※�相談場所は予約時にお伝え
します。
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　目の健康についての相談に、千葉県眼科医会会員が
電話でお答えします。
と　き：10月10日（月・祝）
　　　　9：00 ～ 16：00
電　話：０４３ｰ２４２－４２７１（当日のみ）
		  事前申し込みは不要です。

　千葉県眼科医会事務局
	 ☎０４－７１８６－７４２５（毎週火、金曜のみ）

10 月日 当 番 医休
　　　　
安房地域医療センター （☎25− 5111）は、
毎日24時間体制で救急患者を受け入れています ｡
そのほかの当番医は次のとおりです ｡

１０月２日（日）
東条病院（鴨川市）　☎０４－７０９２－１２０７
１０月９日（日）
館山病院（館山市）　☎２２－１１２２
中原病院（南房総市）　☎４７－２０２１
１０月１０日（月）
富山国保病院（南房総市）　☎５８－０３０１
１０月１６日（日）
鋸南病院（鋸南町）　☎５５—２１２５
平野眼科（館山市）　☎２７—３６３６
１０月２３日（日）
館山病院（館山市）　☎２２－１１２２
花の谷クリニック（南房総市）　☎４４－５３０３
１０月３０日（日）
鋸南病院（鋸南町）　☎５５－２１２５

5 人
70 人

108 人
77 人

※外国人住民を含みます。（　）内は前月比
※人口・世帯数は令和 4年 9月 1日現在
※出生・死亡・転入・転出は令和 4年 8月中の人口動態

総人口　35,780 人		 （－ 34）
　　男　17,177 人	 	（－ 19）
　　女　18,603 人	 	（－ 15）
世帯数　17,112 世帯（＋ ６）

出生
死亡
転入
転出

じ ん こ う

　　

国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料
市 県 民 税

（ 第 ４ 期 ）
（ 第 ４ 期 ）
（ 第 ４ 期 ）
（ 第 ３ 期 ）

納期限
10月31日（月）の う ぜ い

掲載の催しは、新型コロナウイルスの感染拡大防止などのため、
中止となる場合があります。

　平日の午前8時30分から午後5時までの間に、カード
の受取り場所へ事前にご予約ください。
休日交付／ 10月9日（日）　夜間交付／ 10月27日（木）

　 　富浦・富山・三芳地区にお住まいの方　
	 ▶市民課　☎３３－１０５１
	 白浜・千倉・丸山・和田地区にお住まいの方
	 ▶朝夷行政センター　☎４４－１１１１

マイナンバーカード夜間・休日交付

地
球
環
境
保
護
の
た
め
、
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　「生命を生み出す母親は、生命を育て、生命を守る
ことを望みます」をスローガンに28回目となる大会を
開催します。
　今回は、「教育の今、子どもの未来を考えよう！」を
テーマに、元文部科学事務次官の前川喜平さんを招
き、コロナ禍の収束が見えにくい今、教育環境が大き
く変化していく中で、子どもたちの未来に対して私た
ちにできることは何かをともに考えていきたいと思い
ます。
と　き：10月10日（月・祝）
　　　  13：30 ～ 16：00
ところ：千葉県南総文化ホール･小ホール 
主　催：第28回安房地域母親大会実行委員会
資料代：500円
　電話でお申し込みください。

　　☎０９０－５４３４－１５３５（山口）
　　☎０９０－５７６２－５９５６（関）
※�参加者は健康状態を確認の上、感染症予防対策をし

ておいでください。
　安房地域母親大会実行委員　山口

　　☎０９０－５４３４－１５３５

お知らせお知らせ 第４０回「目の愛護デー」
無料相談電話

第28回安房地域母親大会を開催


